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蠕虫症の血清診断における抗平滑筋抗体による

偽陽性反応について

森田城次前野芳正楠原康弘中村治長瀬啓三中林敏夫

（掲載決定：平成４年７月31日）

要約

寄生虫感染症の免疫血清学的診断時に問題となる交叉反応を解析する目的で，結節性多発性動脈

炎（ＰＮ）および慢性肝炎患者血清中から抗平滑筋抗体陽性の20血清を選出し，検討した。被検血

清は６種の蠕虫抗原を用いた二重免疫拡散法（Ouchterlony法）で20例中10例（50％）が，ブタ

蛆虫，大平肺吸虫，広節裂頭条虫および無鉤条虫切片を基質とした間接蛍光抗体法で，２０例すべて

が陽性を示した。この間接蛍光抗体法により陽性を示した寄生虫組織部位は，免疫組織化学染色に

より染色されるアクチン，デスミンおよびビメンチンの組織部位とおよその一致をみた。

Immunoblotting法で被検血清が各種蠕虫抗原に対して示す偽陽性反応について解析し，被検血

清および蠕虫症患者血清（蛆虫，嶢虫，ズビニ鉤虫，有鰊顎口虫，肝吸虫，肝蛭，宮崎肺吸虫，広

節裂頭条虫，瓜実条虫感染各１名の患者血清）が共通して反応した抗原バンドは，３８ｋ，４３ｋ及び

50kdaltonに認められた。また83kdaltonの抗原は』慢性肝炎患者血清と蠕虫症患者血清が共通

して認識した抗原であった。これらの共通反応性抗原は，抗アクチン抗体，抗デスミン抗体，抗ビ

メンチン抗体の寄生虫抗原に対するimmunoblottingを行った結果，平滑筋の主要構成成分であ

るアクチン，デスミン，ビメンチンと同じバンド位置に在ることを認めた。以上の成績から被検血

清中の抗平滑筋抗体は，上記３種類のサイトスケルトン構成成分に対する抗体を含み，これが蠕虫

症の血清診断における偽陽性反応の一因となる事が示唆された。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Crossreaction，Auto-antibodies，Parasiticdiseases，Ｓｅｒｏｌｏｇｉｃａｌ

ｄｉａｇｎｏｓｉｓ，Periarteritisnodosa，Ｓｍｏｏｔｈｍｕｓｃｌｅ

の分化や，組織構成成分の宿主生物のそれとの相似性な

どから，血清診断に有用な特異抗原の特定，分離が十分

に達成されていないのが現状といえる。特異抗原の分離

については多くの研究がみられるが，最近，井上，辻ら

(1992）はゲル濾過法を用いて，犬蛆虫特異抗原の精製

を報告している。

蠕虫症の血清診断において，これまで著者らもしばし

ば他疾患患者血清による偽陽性反応を経験している。抗

平滑筋抗体は，各種動物間に広く分布し種族特異性の乏

しいサイトスケルトンに対する抗体を含むことから，こ

れが偽陽性反応の発現に関与するであろうと想定される。

今回，患者血清中の自己抗体の一つである抗平滑筋抗体

に着目し，各種蠕虫抗原に対する反応性の解析を試みた。

対象および方法

１．対象

間接蛍光抗体法による抗平滑筋抗体陽性のＰＮ患者

血清３例および偽陽性反応が言われている肝疾患の中で，

抗平滑筋抗体の陽,性者の多い慢性肝炎患者血清（ＨＢＳ

はじめに

寄生虫感染症，特に蠕虫症の確定診断は虫卵あるいは

虫体の確認によるのが通常である。しかし，虫体が幼若

期の場合や異所寄生などの場合には，虫卵や虫体の検出

ができない事が多い。このような場合には，補助診断法

として血清学的診断法が有用である（藤田，１９８９；荒木

1991）。寄生虫学分野においても，enzyme-1inked

immunosorbentassay（ELISA）などの感度の高い
検査法が応用され診断率の向上に寄与している。

しかし，蠕虫疾患の血清診断では，他種寄生虫抗原と

の間に交叉反応が見られるほか，他疾患，例えば結節性

多発性動脈炎（periarteritisnodosa；ＰＮ)，潰瘍性

大腸炎および肝疾患などでは，一部の血清が寄生虫抗原

と偽陽｣性反応を呈することが問題となっている（田中ら，

1978；辻ら，１９７９；平井ら，１９８１；伊勢ら，１９８１；竹内・

小林，1987)。その理由の一つとして，使用される抗原

が一般に粗抗原であることが考えられる。蠕虫の体組織
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抗原，抗体陰性８例；ＨＢＳ抗原陰性，抗体陽1性９例）

17例，計20例の血清を検討対象とした。また，対照は抗

平滑筋抗体陰性の蠕虫症９例（蛆虫症，嶢虫症，ズビニ

鉤虫症，有鰊顎□虫症，肝吸虫症，肝蛭症，宮崎肺吸虫

症，広節裂頭条虫症，瓜実条虫症，各１例）および健常

人10例の血清を用いた。血清は非働化後，-20°Ｃに凍結

保存し６カ月以内のものである。被検血清，各種蠕虫症

患者血清および健常人血清はラテックス凝集反応による

ＣＲＰテストで陰性であった。

被検血清の持つ抗平滑筋抗体以外の自己抗体は，間接

蛍光抗体法による抗核抗体が20例中15例（75％）に陽性

であった。その染色型はhomogeneous型，shaggy

型とspeckled型であった。また，オクタロニー法によ

る抗核酸タンパク（nuclearacidicproteinantigens；
ＮＡＰＡ）抗体は20例中９例（45％）が陽性であった。

この検出された抗ＮＡＰＡ抗体はいずれも既知の抗ｎ‐

ＲＮＰ抗体，抗Ｓｍ抗体，抗ｒ－ＲＮＰ抗体，抗Scl-70抗

体，抗ＳＳ－Ａ抗体および抗ＳＳＢ抗体と－致せず未同定

の抗ＮＡＰＡ抗体であった。抗ミトコンドリア抗体は２０

例中３例（15％）が陽性であった。対照血清は抗核抗体，

抗核酸タンパク抗体，抗ミトコンドリア抗体のいずれも

陰性であった。

２．抗原の調製

寄生虫抗原として，次の種類のものを作製し，それぞ

れ血清反応の目的にしたがい使用した。蛆虫Asca7is

Zum6（coides，肝蛭FasciZoahepatica，宮崎肺吸虫

Ｐａ７ａｇｏ７ｚｚｍｕｓｍｔｙａｚａ賊，広節裂頭条虫Djp/M-

Zo6ot/zriumZatzLmおよび瓜実条虫DjpyZidiumcα"ｉ－

ｍＬｍについては，全虫体アセトン乾燥粉末のＰＢＳ

(PhosphateBufferSaline）可溶成分を全虫体抗原と

した。ブタ蛆虫AscmsZum6ricoidessuumでは全

虫体抗原および生虫体の筋肉層，消化管および生殖器の

各分画のＰＢＳ抽出液を分画抗原とした。また，ブタ蛆

虫生虫体をＰＢＳで洗浄し，ペニシリンＧ，ストレプト

マイシン加ＰＢＳ中で24時間培養後，培養上清を濃縮し

てＥＳ（ExcretorySecretory）抗原とした。さらに，

雌虫体尾端部を切断して体腔液を採取し体腔液抗原とし

て用いた。抗原タンパク量の調製はタンパク量測定

(Ｌｏｗｒｙｅｔａム1951）後に一定とした。また，後述の

ように，間接蛍光抗体法では虫体のクリオスタット切片

を，ＡＢＣ法では虫体のパラフィン切片をそれぞれ基質

として用いた。

３．抗寄生虫抗体の検索

抗寄生虫抗体の検索はオクタロニー法および間接蛍光

抗体法によった。

a）オクタロニー法

オクタロニーは0.6％アガロース（ドータイド，ＰＢＳ

で溶解，0.1％チッイヒソーダ含有）平板を支持体とした。

各孔の直径は４mm，孔の間隔は３mmとした。反応は室温

湿潤箱中で行い，２４時間ごとに72時間まで観察した。抗

原は，抗寄生虫抗体検索用として，蛆虫，ブタ蛆虫，肝

蛭，宮崎肺吸虫，広節裂頭条虫および瓜実条虫の各

ＰＢＳ抽出液（全虫体抗原）を用いた

b）間接蛍光抗体法

基質として，ブタ蛆虫，太平肺吸虫Ｐａ７ａｇｏｎｉｍｕｓ

ｏ肋ａｔ，広節裂頭条虫および無鉤条虫Ｔｔｚｅ"iasagL"ａｔα

のクリオスタット切片を用いた。標識抗体は，ＦＩＴＣ標

識抗ヒトＩｇＧ抗体（ヤギ，ＭＢＬ）を用いた。1次抗体

である被検血清はＰＢＳで100倍希釈して用いた。１次反

応および２次反応は37°Ｃ，３０分間とし，各洗浄はＰＢＳ

で15分間行った。

４．共通反応性抗原の解析

共通反応性抗原の解析はアビジンービオチンーペルオ

キシダーゼ複合体（Avidin-biotin-peroxidasecom‐

plex；ＡＢＣ）法およびimmunoblottingにより検討

した。

a）ＡＢＣ法

基質としてブタ蛆虫，太平肺吸虫，広切裂頭条虫およ

び無鉤条虫の１０％ホルマリン固定，パラフィン切片を用

いた。一次抗体は抗アクチン抗体（ウサギ，Bio

Chemical)，抗デスミン抗体（ウサギ，ＤＡＫＯ）およ

び抗ビメンチン抗体（マウス，ＤＡＫＯ）で，いずれも

180倍ＰＢＳ希釈し用いた。免疫組織化学法は，Ｈｓｕら

の方法に準じ，ビオチン化二次抗体およびavidin-biotin

complex反応後ＤＡＢで発色させ，ヘマトキシリンで

核染色を行った。各反応は30分とし，洗浄はＰＢＳで１５

分間行った。

ｂ）Immunoblotting

使用抗原として蛆虫，ブタ蛆虫，肝蛭，宮崎肺吸虫，

広節裂頭条虫，瓜実条虫の各全虫体抗原，ブタ蛆虫の分

画抗原，ブタ蛆虫ＥＳ抗原および体腔液を用いた。抗原

をＬａｅｍｍｌｉ（1970）の方法に準じ，ＳＤＳ－ポリアクリ

ルアミドゲル（12.5％単一スラブゲル）電気泳動を行い，

次にGershoniandPalade（1983）の方法に準じ，

転写膜（immobilon-p，日本ミリポア）に転写した。１

次抗体はＰＢＳで180倍希釈し用いた。標識抗体は，ベル

オキシダーゼ標識抗ヒトＩｇＧ抗体（ヤギ，

ＭＢＬ）を用い，４－クロロー1-ナフトール（３ｍｇ／mU，メ

タノールで溶解）溶液にて発色させた。洗浄はＴＢＳ

（TrisPhosphateBufferSaline）で15分間行った。

成績

１．被検血清の寄生虫抗原への反応

被検血清（抗平滑筋抗体陽性のＰＮあるいは』慢性肝

炎患者血清）２０例の寄生虫抗原への反応性をオクタロニー

法および間接蛍光抗体法を用いて検討した。
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例４，７および17は線虫および条虫の両抗原に陽性であっ

た。健常人血清10例は，すべて陰性であった。

他方，ブタ蛆虫，太平肺吸虫，広節裂頭条虫および無

鉤条虫クリオスタット節片を用いた間接蛍光抗体法では，

被検血清20例全例が陽性であった。虫体組織の陽性染色

部位はどの基質においても，角皮下層，筋層，消化管お

成績をＴａｂｌｅｌに総括した。オクタロニー法では，

被検血清20例中10例（50％）が何らかの寄生虫抗原に陽

'性を示した。その内容は蛆虫およびブタ蛆虫抗原に対し

7例（35％)，広節裂頭条虫に２例（10％)，また瓜実条

虫抗原に５例（20％）であった。尚この１０例の血清は用

いた吸虫抗原のどれに対しても陽)性を示さなかった。症

Ｔａｂｌｅｌ Crossreactionofantismooth-muscleantibodypositiveseratohelminthantigensin
doubleimmunodiffusion(Ouchterlonymethod)ａｎｄindirectimmunoHuorescencetest
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ＤＩＤ：Doubleimmunodiffusionmethod

IFA：ＩndirectimmunoHuorescencetest

AL：AscarjsmmbrjcojdBswholebodyextract

AS：Ascarjs/Ｈｍｂｒｉｃｏ/desｓ"〃ｍｗｈｏｌｅｂｏｄｙｅｘｔｒａｃｔ

ＦＨ：R7scjoﾉﾋＪノzepα"cawholebodyextract

PM：Ｐａｒαgo"/、"Ｓｍ〃αZαﾊﾞﾉﾉwholebodyextract

DL:りゎ/『jﾉﾉﾉobo/"ｒｊ"、/、"ｍｗｈｏｌｅｂｏｄｙextract

DC:Dlip〕ﾉﾉﾉ〔ﾉﾉz"７１ｃα"ﾉ"Ｈｍｗｈｏｌｅｂｏｄｙｅｘｔｒａｃｔ
ＡＳＳ：ＡＳＣαrjslumbricoidessuumsection

POS：Ｐａｒαgo〃ﾉﾉｧz"ｓｏ/z〃αノｓｅｃｔｉｏｎ

ＤＬＳ:Dliphyﾉﾉobo//zrj"、/、"ｍｓｅｃｔｉｏｎ

ＴＳＳ：７１CJC"ｍｓａｇｊ"α/αsection

Patientnumberl-3：Polyarteritisnodosa

４－１１：Chnhepatitis（ＨＢｓＡｇ(-)，Ａｂ(-)）

12-20:Chr・hepatitis（ＨＢｓＡｇ(-),Ａｂ(＋)）
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よび瓜実条虫に，瓜実条虫症患者血清は瓜実条虫および

広節裂頭条虫にそれぞれ陽性を示した。また各種蠕虫ク

リオスタット切片を用いた間接蛍光抗体法では９例全例

が陽性であった。どの基質に対しても角皮下層および筋

層など被検血清による場合と同じ部位に蛍光像を呈した

よび生殖器で，特に角皮下層，筋層に強い蛍光像を認め

た（Figs１，２)。一方，各種蠕虫症患者血清は，Table

2に示すように蛆虫症患者血清は蛆虫およびブタ蛆虫に，

肝吸虫患者血清は肝吸虫に，宮崎肺吸虫症患者血清は宮

崎肺吸虫に，広節裂頭条虫症患者血清は広節裂頭条虫お

Fig.１IFAimageofacryostattransversesectionofAscarjMｲmbrjcojdBsbyanti-smooth

muscleantibodypositiveserum，Fluorescencewasshownatmusclecellsandcuticle

underlayer(arrows)．

Fig.２１FAimageofacryostattransversesectionofDjpMﾉobo//ＷⅢ"T/、皿"Z（mature

proglottid)byanti-smoothmuscleantibodypositiveserum・Fluorescencewasshown

attestis,vitellariumandmusclecells（arrows)．
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構成成分であるアクチン，デスミンおよびビメンチンと

関連することが想定された。そこで，それらの存在を抗

アクチン，抗デスミンおよび抗ビメンチン抗体を用いて

ＡＢＣ法で検討した。

得られた成績をＴａｌｂｅ３，Ｆｉｇｓ４，５に示したか，

使用した各虫体切片中のアクチン，デスミンおよびビメ

ンチンの分布は，寄生虫間に若干の相違はあるものの，

角皮下層や子宮の輪走筋などの筋層，その他消化管上皮

(Fig.３)。健常人血清はどの基質に対しても陰性であっ

た。

２．抗原'性状の免疫組織学的検討

間接蛍光抗体法で基質としたブタ蛆虫，太平肺吸虫，

広節裂頭条虫および無鉤状虫切片標本の蛍光陽性部位の

抗原について免疫組織学的に検討した。被検血清が抗平

滑筋抗体を有すること，さらに蛍光陽性部位か角皮下層，

筋層等であることから，抗原物質がサイトスケルトンの

Crossreactionofhelminthicdiseaseseratohelminthantigensindoubleimmunodiffusion

(Ouchterlonymethod)ａｎｄindirectimmunoHuorescencetest
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Ｎｏｔｅ：ＲｅｆｅｒｔｏｔｈｅｎｏｔｅｉｎＴａｂｌｅｌ

Fig.３IFAimageofacryostattransversesectionofA，ノzｲmbrjcojaesbyserumfroma

patiｅｎｔｗｉｔｈＤ、ノ、"minfection，Fluorescencewasshownatmusclecellsandcuticle

underlayer（arrows)．
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Table３LocalizationofthecytoskeletoninhelminthtissuesrevealedbyABCwithanticytoskeletonanti‐

bodies

ViteUine

CuticleHypodermisMuscleIntestineUterusOvaryglandTestiｓ

Ａ・ノW7ZbrjCOjCﾉ“

Sm〃m

Actin

Desmin

Vimentin

P・ｏｈｊｒロノ

Actin

Desmin

Vimentin

D・ノZJmm

Actin

Desmin

Vimentin

7.ｓαgmqra

Actin

Desmin

Vimentin

ノ
ノ
ノ

ノ
ノ
ノ

＋

＋
＋
＋

＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋

ノ
ノ
ノ

＋
＋
＋

＋
＋
＋

＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

ノ
ノ
ノ

ノ
ノ
ノ

＋
＋
＋

＋
＋
＋

＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋

ノ
ノ
ノ

ノ
ノ
ノ

ノ
ノ
ノ

＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

Ｎｏｔｅ

＋：positive

-megative
／：ｎｏｄａｔａ

雛Ｉ.i鞭

Fig.４ABCstainingofaparaffinetransversesectionofA・ノ"mbrjcojaesbyanti-actin

antibody・

Positivestainingwasshownatmusclecells（arrow)．
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ハｉｉｉ

麹

ｌｉＩｉ

･川溺

Fig.５ABCstainingofaparaffinetransversesectionofA，ノ"ｍｂｒｊｃｏｊｄ“byanti-desmin

antibody・

Positivestainingwasshownatcuticleunderlayer(arrow)．

や卵巣辺縁などに認められた。このサイトスケルトン陽

性部は，被検血清を用いて行った間接蛍光抗体法での陽

性部位と一致していた。

３．共通反応性抗原の解析

間接蛍光抗体法およびＡＢＣ法による検討で，被検血

清は寄生虫体のサイトスケルトンに反応することが判明

した。そこで，オクタロニー法に用いた各種抽出寄生虫

抗原中にサイトスケルトンが含有されているかについて，

immunoblottingで検討した。

解析に用いた抗原は蛆虫，ブタ蛆虫，肝蛭，宮崎肺吸

虫，広節裂頭条虫，瓜実状虫の全虫体抗原およびブタ蛆

虫分画抗原，ＥＳ抗原，体腔液抗原の９種類である。成

Table４Ｎｕｍｂｅｒofpositivebandsinimmunoblottingofantismooth-muscleantibodypositiveseratohelminth
antigens

Ｎｏ．ｏｆｓｅｒａ

Ｔｅｓｔｅｄ

Sources

ofsera

Positivebands(kdalton）

2２３０３４３８４３４５５０５６６３７４８３９８２００

２＊ ２０２３０１２０３０３０

０６０１３１４６９０１２０１０３１

ＰＮ

３
７
１

Chn

hepatitis

Ｔｏｔａｌ 2０

十
Ｊ

２
０
１Ｉ

６

(30）

１

(5)

１５

(75）

１７

(85）

６

(30）

１０

(50）

ｊ

２
Ｏ
ｌｌ

１２

(60）

３

(15）

１０６

(50）（30）

ｌ

(5)

helminthic

diseases ９ ０２０９９０９０３９９３２

ｃｏｎｔｒｏｌ

(normal） 1０ ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ

Ｎｏｔｅ

＊：Ｎｏ．ofserashowingthepositivereactiｏｎａｔ２２ｋｄａｌｔｏｎｂａｎｄ

Ｔ：Positivityrate(070）ｏｆ２０ｓｅｒａａｔ２２ｋｄａｌｔｏｎｂａｎｄ
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績は総括してＴａｂｌｅ４に示した。２０例の被検血清はこ

れら抗原の種々の分子量の抗原バンドに反応したが，そ

の中で各被検血清が，解析に用いた９種類の抗原中，７

種類以上と反応したのは２２kdaltonから200kdalton

の間にある13の抗原とであった。ＰＮ患者血清３例中２

例以上が共通反応を示した抗原バンドは２２ｋ，３０ｋ，３８

k，４３ｋ，５６ｋ，７４ｋおよび９８kdaltonの抗原で，慢性

肝炎患者血清17例中の９例以上が共通反応を示したのは

３８ｋ，４３ｋ，５０ｋ，６３ｋおよび８３kdaltonであった。

それらの中で総被検血清数20例中10例（50％）以上が共

通反応を示した抗原バンドを選出すると３８ｋ，４３ｋ，５０

k，６３ｋおよび83kdalton抗原であった。蠕虫症患者

9例の血清を用いたimmunoblottingでは，すべての

血清が共通して反応した38ｋ，４３ｋ，５０ｋ，７４ｋおよび

83kdaltonの抗原中，３８ｋ，４３ｋ，５０ｋおよび８３k

daltonの抗原は抗平滑筋抗体陽性患者血清（被検血清）

が陽性反応を示した主要抗原バンドと一致していた。

抗平滑筋抗体陽性患者血清（被検血清）と蠕虫症患者

血清が共通して認識した38ｋ，４３ｋ，５０ｋおよび83k

doltonの抗原に，サイトスケルトン構成成分が含有さ

れているかを検討するため，抗アクチン，抗デスミンお

よび抗ビメンチン抗体を用い，前述の寄生虫抗原との間

にimmunoblottingを試みた。Ｔａｂｌｅ５に示されたよ

うに，アクチンは各種寄生虫抗原の３０ｋ，３８ｋ，４３ｋお

よび63kdaltonの位置に認められ，特に43kdalton

に強い染色がみられた。デスミンは22ｋ，３８ｋ，４３ｋ，

５０ｋおよび63kdaltonに認められ，特に５０kdalton

に強く反応した。また，ビメンチンは２２ｋ，３８ｋ，４３ｋ

および５０kdaltonに認められ，デスミンと同様に５０k

daltonに強く染色された。

以上の結果から，被検血清と蠕虫症患者血清およびサ

イトスケルトン構成成分に対する抗体の３者が，共通し

て強く反応した抗原バンドは，アクチンについては３８ｋ，

４３ｋ，特に43kdalton，デスミン，ビメンチンについて

は３８ｋ，４３ｋ，５０ｋ，特に５０kdaltonにおいてであった。

考察

寄生虫症の免疫血清学的診断にはオクタロニー法，補

体結合反応，間接赤血球凝集反応，間接蛍光抗体法およ

びＥＬＩＳＡ法などが実施されているが，使用抗原の大部

分が粗抗原のため，他の寄生虫間，特に蠕虫類間での交

叉反応がみられるなど現在なおその特異性が問題となっ

ている（荒木（1991))。一方，田中ら（1978)，平井ら

(1981)，伊勢ら（1981）などの報告にみられるように，

潰瘍性大腸炎，ＳＬＥ，ＰＮおよび肝疾患などの疾患で寄

生虫抗原との間に交叉反応による偽陽性反応がみられる

ことが指摘されている。本研究では抗平滑筋抗体陽性の

ＰＮおよび慢性肝炎患者血清を検討対象として，各種蠕

虫抗原との間に出現する偽陽性反応について解析した。

被検血清をオクタロニー法および間接蛍光抗体法で検

討した結果，各種蠕虫抗原との間にオクタロニー法では

被検血清の50％，間接蛍光抗体法では全例が陽性反応を

呈した。この結果より，被検血清は用いた蠕虫抗原に対

して，交叉反応による偽陽性反応を起こすことが認めら

れた。

この交叉反応による偽陽性反応の成立機序に関して，

ＡｒａｕｊｏｅｔａＬ（1971)，平井ら（1981）はトキソプラズ

マ症診断時の間接蛍光抗体法に起こる偽陽性反応は，抗

核抗体による交叉反応の可能性を考察している。また，

田中ら（1981）は潰瘍性大腸炎患者にみられる寄生虫抗

原に対する交叉反応について，患者血清中にはブタ蛆虫

特異タンパク抗原とほぼ同分子量（約l5kdalton）の

大腸粘膜細胞成分に対する抗体が認められ，この抗体が

交叉反応の原因となることを考察している。このように

Table５Positivebandsinimmunoblottingofanti-actin，anti-desminandanti-vimentinantibodiestohelminth

antigens

antibodies positivebands（kdalton）

2２３０３４３８４３４５５０５６６３７４８３９８２００

Anti-

actinantibody ○ ○○◎

Anti-

desminantibody ○○ ○◎○

Anti-

vimentinantibody ○○○ ◎

Ｎｏｔｅ

◎：Majorpositiveband

○：Minorpositiveband
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交叉反応による偽陽性反応は，自己抗体などの抗体が，

異種抗原タンパクのエピトープと交叉反応を呈すること

により成立するものと推測される。

本研究に使用した被検血清20例は全例が抗平滑筋抗体，

15例（75％）が抗核抗体を含むものであった。抗平滑筋

抗体はその対応抗原として，マイクロフィラメントの主

成分である42ｋ～43kdaltonのアクチンや中間径フィ

ラメントの主成分である50kdaltonのデスミンとビメ

ンチンが知られている。原生動物と骨格筋のアクチンを

比較すると，アミノ酸配列の相同性が高〈（広野・渡邊，

1989)，抗アクチン抗体は異なる動物種のアクチンに交

叉反応を示す（NishiokaetaL，1983)。このように，

抗アクチン抗体は種および臓器特異性の乏しい抗体であ

る。本研究においても，抗平滑筋抗体を含有する被検血

清で，アクチンの分布がみられたブタ蛆虫などの各種蠕

虫の筋層などに蛍光陽性像を認めたこと，さらに

immunoblottingにおいて，被検血清が各種蠕虫抗原

の43kdaltonに泳動されたアクチンに，また，５０k

daltonに位置するデスミンおよびビメンチンにも共通

反応を示したことにより，抗平滑筋抗体による各種寄生

虫抗原に対する交叉反応が示唆された。今後，これら交

叉反応が示唆されたサイトスケルトンの特定ならびに精

製サイトスケルトン添加による反応阻害の検討などによ

り，偽陽性反応とサイトスケルトンとの関連をより明解

にする必要があり，これらの試みが診断の向上に寄与す

るもの思われる。

一方，蠕虫症患者血清９例は，臨床検査法として常用

される間接蛍光抗体法（基質はマウス冑，腎ＭＢＬ）に

よる抗平滑筋抗体はすべて陰性であった。しかし本研究

ではimmunoblottingで，平滑筋の主要構成成分であ

るアクチン，デスミン，ビメンチンに対する抗体を検査

したもので，蠕虫症患者血清のすべてに陽性バンドが認

められた。

他方，今回の被検血清には抗平滑筋抗体の他に，代表

的な自己抗体である抗核抗体の存在が75％に認められた。

今回は抗核抗体についてその詳細な解析をしていないが，

間接蛍光抗体法でshaggy型の染色型を示す被検血清

があった。shaggy型抗核抗体は抗ＤＮＡ抗体である。
抗ＤＮＡ抗体はカルジオライピン（Guarnieriand

Eisner，1974)，細胞表面のポリペプタイド（Jacobet

aZ.，1984）やサイトスケルトン（Andre-Schwortzet

aZ.，1984）などに広く交叉反応を呈するとされている。

したがって，被検血清にみられたshaggy型抗核抗体も

蠕虫抗原のサイトスケルトンに交叉反応を起こすことが

推測された。今回は抗核抗体について検討しえなかった

が，今後の研究対象と考えている。

寄生虫症の免疫血清学的診断時にみられる交叉反応に

よる偽陽性反応は，本研究で検討した被検血清中の抗平

滑筋抗体や抗ＤＮＡ抗体等の非特異的抗体が関与する

ものと推測された。しかし，寄生虫抗原に対する交叉反

応については藤田（1989）が報告したＣＲＰや他の要因

も多いと思われる。それに関連して，寄生虫抗原の抗原

解析も今後の重要な研究課題と考えられる。

本論文要旨は第45回日本寄生虫学会西日本大会（倉敷，

1989)，第59回日本寄生虫学会総会（福岡，1990）およ

び第６0回日本寄生虫学会総会（大阪，1991）に於て発表

した。
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Inserologicaldiagnosisofhelminthicdiseases，thefalsepositivereactionsweresometimesfoundin

theserafrompatientsofotherdiseases，particularlythosecontainingtheautoantibodies、Twentyanti

smooth-muscleantibody-positiveseraofwhichl7weretakenfrompatientsofchronichepatitisandthe

remaining3frompolyarteritisnodosa(ＰＮ)patientswereexaminedforanalysisofthefalsepositivereactions

tohelminthantigens・Theantigensusedwerepreparedfrom6speciesofparasitesuscarjF血肋r/cones,AscarJs

mmZWco/dBss"""7,Ｆ"Sc/oﾉＵ/ｚｅｐａｒｊｃａ，PZmJgo""７７"ｓ〃7〃αZα仇，lip/z)ﾉﾉﾉoboﾉﾉjrj"、/α/"'〃andDlip)ﾉﾉﾉdjz"〃

cα"/""、)．Tosomeofthehelminthantigens，１０of20antismooth-muscleantibody-positiveserashowed

positivereactioninimmunodiffusion（Ouchtelony，smethod：ＤＩＤ)．Allserawerepositiveinindirect

immunoHuorescenceantibodytest(IＦＡ).ThelocalizationsofpositivereactionsinthehelminthtissuesinlFA

werealmostidenticalwiththelocalizationsoftheactin,desminandvimentinwhichwerethemaJorcomponents

ofthecytoskeleto、immunohistochemicalbystainedbyＡＢＣ、

Toexaminecrossreactiontothehelminthantigens，ｉｍｍｕｎoblottingwasconductedwithZgroups

ofthepatients,sera，ｉ､e,，Z0antismooth-muscleantibody-positiveseraand9serafrompatientsinfected

withAscarjsノ""Zbrjcojdes，Ｅ"rerobj"ｓｖｅｒ"7/c"/αrjs，Ａ〃C)ﾉﾉCs/ｏｍａｃ/Ⅲode"αﾉC，Ｇ"αﾋﾟﾉ１０s/ｏｍａＳｐＪ"Jge'ｗ碗，

Ｃ/o"o7c"ｊｓｓｊ"e"血施scjomr/ｉｅＰａｊｊｃａ,Ｐａｒαgo"Ｊ"T"ｓ〃z〃QZaAEﾉﾉ,Ｄｊｐﾉﾘﾉﾉﾉobor/Ｗ""Zﾉ、z"７７ａｎｄＤｊｐ)ﾉﾉﾉ｡/z"〃

cα"J〃〃、，respectively・Thepositivereactionscommonbetwｅｅｎｔｈｅｔｗｏｓｅｒｕｍｇｒｏｕｐｓｗｅｒｅｓｅｅｎａｓｔｈｅｂａｎｄｓ

ｏｆ３８ｋ,４３ｋ，S0kand83kdaltons・Ｓｏｍｅｏｆｔｈｅｓｅｂａｎｄｓｗｅｒｅｃｏｍｍｏｎｌｙｒｅcognizedbyimmunoblottingwith

anti-actin，anti-desminandanti-vimentinantibodiestohelminthantigens・Itwassuggestedthattheauto-

antibodiesto3majorcomponentsofthecytoskeleton,i・ａ,actin,desminandvimentinwouldbecontained

inantismooth-muscle-antibodypositiveseraandtheseautoa､tibodiesmightbeacauseforthefalsepositive

reactionsometimesobservedinserologicaldiagnosisofhelminthicdiseases．


